
県
連
合
校
長
協
会
は
、
今
年
度
、
百
二
十
人
の
新

会
員
を
迎
え
、
小
学
校
長
部
会
長
に
永
田
孝
哉
（
山

下
小
）
校
長
、中
学
校
部
会
長
に
森
園
守
（
明
和
中
）

校
長
、特
別
支
援
学
校
長
部
会
長
に
堀
之
内
恵
司（
鹿

児
島
特
別
支
援
学
校
）
校
長
、
そ
し
て
、
高
等
学
校

部
会
長
を
兼
ね
る
私
の
新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

会
員
数
は
小
学
校
四
百
五
十
九
人
、
中
学
校
百
八

十
二
人
、
高
等
学
校
九
十
人
、
特
別
支
援
学
校
十
六

人
の
合
計
七
百
四
十
七
人
で
す
。
全
国
で
も
珍
し
い

四
校
種
校
長
会
の
連
合
体
と
い
う
特
性
を
生
か
し
な

が
ら
、
当
面
す
る
様
々
な
教
育
課
題
の
解
決
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆

様
の
積
極
的
な
取
組
と
相
互
の
連
携
・
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

さ
て
、
私
が
勤
務
す
る
鶴
丸
高
等
学
校
に
は
、「
鶴

丸
は
勉
強
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
が
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
二
十
五
年
の
入
学
式
後

の
新
入
生
と
上
級
生
と
の
対
面
式
に
お
い
て
、
当
時

の
生
徒
会
長
が
、
新
入
生
に
対
し
て
語
っ
た
言
葉
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
言
葉
に
込
め
ら

れ
た
思
い
を
考
え
る
上
で
、
当
時
の
時
代
背
景
を
知

っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
年
は
、
太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
た
昭
和
二
十
年

か
ら
ち
ょ
う
ど
八
十
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
に
な
り

ま
す
。
終
戦
後
、
社
会
の
様
々
な
制
度
が
変
わ
っ
て

い
く
中
で
、
戦
前
の
五
年
課
程
の
旧
制
中
学
校
は
、

新
し
い
学
制
の
も
と
、
三
年
課
程
の
高
等
学
校
へ
と

変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
本
校
は
、
昭
和
二
十
四
年

に
旧
制
鹿
児
島
一
中
と
旧
制
鹿
児
島
一
高
女
が
統
合

す
る
形
で
発
足
し
た
学
校
に
な
り
ま
す
。
先
ほ
ど
の

「
鶴
丸
は
…
」
の
言
葉
を
残
し
た
生
徒
会
長
が
所
属

す
る
昭
和
二
十
五
年
当
時
の
高
校
三
年
生
は
、
そ
の

五
年
前
の
昭
和
二
十
年
、
終
戦
の
年
に
旧
制
一
中
の

一
年
生
と
し
て
学
生
時
代
を
過
ご
し
た
学
年
で
す
。

昭
和
二
十
年
は
、
そ
の
年
の
三
月
以
降
、
鹿
児
島
市

内
に
お
い
て
も
激
し
い
空
襲
が
繰
り
返
さ
れ
、
六
月

十
七
日
の
空
襲
で
は
本
校
の
校
舎
も
焼
失
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、こ
の
時
期
の
旧
制
一
中
の
生
徒
た
ち
は
、

県
内
外
の
工
場
に
動
員
さ
れ
て
労
働
に
従
事
し
て
い

る
と
い
う
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
の
で
、
学
生
が
学

校
に
来
て
勉
強
す
る
、
学
校
生
活
を
送
る
と
い
う
当

た
り
前
の
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
な
い
状
況
だ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

戦
争
が
終
わ
り
、
新
し
い
鶴
丸
高
校
が
誕
生
し
た

と
き
に
、
当
時
の
生
徒
た
ち
は
自
分
た
ち
が
高
校
で

学
ん
で
い
る
、
学
ば
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
対
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
感
じ
て
い
た
の
だ
と

思
い
ま
す
し
、
一
生
懸
命
に
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、

戦
争
で
疲
弊
し
た
日
本
の
国
を
、
私
た
ち
若
者
の
力

で
、
新
し
い
よ
り
よ
い
国
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う

大
き
な
志
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

当
時
の
生
徒
会
長
の
言
葉
に
は
、
そ
の
よ
う
な
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

勉
強
が
で
き
る
こ
と
こ
そ
は
、
自
由
で
平
和
な
時

代
の
証
。戦
後
八
十
年
の
節
目
の
年
に
私
た
ち
も「
学

校
で
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
の
意
義
を
再
考
し
て
み
た

い
も
の
で
す
。

「
戦
後
八
十
年
」
に
よ
せ
て
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